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　囲
い

炉
ろ

裏
り

、アイ
ヌ語ではアペソ

（ape－ 火 so－
床）またはアぺ
ソ コ ツ（ape－
火so－床 kot－
窪
くぼ

み）はアイヌ
民族の生活の中
心でした。これは炉の部分です。火の女神、アペフチ
カムイ（ape－火の huci－媼

おうな

 kamuy－神）の鎮座す
るところでもあるので囲炉裏全体はカムイミンタラ

（kamuy－神の mintar－庭）と表現しました。日本の
囲炉裏は四角形ですが、アイヌの人たちの囲炉裏はコ
の字型で、入口側の部分には炉

ろ

縁
ぶち

はありません。これ
は流木などをそのまま薪

まき

として利用していたので、サ
イズの違う長い木でも炉で焚

た

けるように工夫したため
です。海辺の流木は海水の塩分を含んでいて、そのま
ま使うと煙が目を刺激するため、家の近くにニプ（ni
－木 pu－倉）といい、木を寄せかけた保管場所を作
り３か月から５か月も放置して雨で塩分を洗い流して
から使いました。それでも、炉の煙のせいで目の疾患
を患

わずら

う人が多かったといいます。囲炉裏の枠となる木
の据え方にも厳格なルールがありました。炉縁から見
て一番奥の横向きの木は左端が根本、右端が梢

こずえ

側
がわ

にな
るように、縦に置く木は上端が根本、下が梢側になる
ように置かれます。
　囲炉裏は神様の庭ですから、アイヌの人々は、汚す
と運が下がると考え、火事を防ぐためにも常に清掃を
怠

おこた

りませんでした。炉の灰のならし方も決まっていて、
火の上手は戸口に立って左から右へ、火の両脇は、奥
から手前に灰ならしで筋目をいれます。
　火の神であるアペフチカムイは人間の願いを他の
神々に取り次ぐ神様であり、人々の生活に最も深く関
わっていました。願い事をするときは、人々はアぺフ
チカムイにお目当ての神様に取り次いでくれるよう頼
みました。囲炉裏の火の無数の火花はアペフチカムイ
の召使、パクサが伝令として願い事を数千、数万もの

神様に一度に届け
ます。これは正し
く神業です。火の
神の情報伝達の素
早さから、火の神
の前で人や悪口を
言 う と す ぐ に 伝
わ っ て し ま う た

め、そのようなことは絶対に慎むべきとされていまし
た。また羆

ひぐま

猟や漁に出かける話をするのもタブーとさ
れます。火の神の家来たちが羆や魚に告げ口をして事
故が起きたりするからだそうです。このような話をす
るときは、目くばせをして外に出て、見通しの良い広
場で腰を下ろし、声を潜めて話し合いました。
　誰かが亡くなった場合もまず、アペフチカムイに報
告します。すると、アペフチカムイの伝令が、亡くなっ
た人のあの世の親族や神々にそのことを連絡します。
また、森からサルノコシカケの大きなものを取ってき
て、これに火をつけて屋外で燃やしますが、サルノコ
シカケは何時間も燃え続けるそうです。何のためかと
いうと、暗闇でも訪れる神々や弔問に来る人々の目印
になるからです。スイッチを入れれば電灯がつく現代
の生活とは異なり、夜になれば真っ暗闇になることを
想像してみてください。日本でもお通夜の間、蝋

ろう

燭
そく

を
絶やさないようにするのも根はこのような考えなのか
もしれません。今でも海で人が行方不明になると、そ
の人の霊魂が戻ってくるための目印になるようにと、
浜辺で何日も流木などで焚

たき

火
び

を燃やし続けるところも
あります。また、葬儀で立てるアイヌ民族の墓標には、
来世への道中を加護するためにあえて、火の消し炭で
黒く色を付けました。亡くなった人がアペフチカムイ
の助けを得て、あの世に旅立つ準備をし、道案内をし
てもらうためです。霊魂は、遺体から離れ近くにある
アフンパル（ahun－入って行く par－（入り）口）と
いう洞窟を通って川上へ向い、その地域で一番高い山
の頂に導かれ、そこから来世の天界へと昇天します。
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